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研究概要︓本論文では、水中静電容量式ワイヤレス電力伝送 (Capacitive Wireless Power Transfer︓ CWPT) システムにおける
平行板コンデンサのモデリングと特性を解析します。有限要素法 (Finite Element Method: FEM) によるシミュレーションを用いて、
さまざまなシミュレーション要因が静電容量およびコンダクタンスのシミュレーション結果に与える影響を検討しました。また、海水環境にお
ける結合静電容量およびコンダクタンスの近似式を提案し、シミュレーション結果とよく一致していることを確認しました。 

研究背景︓近年、静電容量式ワイヤレス電力伝送に関する研究が大きな注目を集めており、特に 2020 年以降、多くの関連論文が
学術界から発表されています。CWPT は水の高い誘電率を活用できるため、特に水中での利用において有望視されています。しかし、
海水中でのキャパシタンスやコンダクタンスに関する検討は十分に行われていません。 

研究成果︓本研究では、静電容量式ワイヤレス電力伝
送システムにおいて、キャパシタンスに加えてコンダクタンス
の特性も詳細に解析しました。フリンジ容量を考慮したキ
ャパシタンスおよびコンダクタンスの数学モデルを新たに提案
しました。また、結合アドミタンスの実数部と虚数部の比が
3 MHz の周波数で約 295.9 であることを初めて明らかにし
ました。 

社会的・学術的なポイント︓本研究の成果は、水中静
電容量式ワイヤレス電力伝送システムのシミュレーションお
よび設計に関する応用が期待されます。 

用語解説︓ 
ワイヤレス電力伝送（WPT︓Wireless Power Transfer）︓物理的な電線を使用せずに電力を送る技術。
有限要素法（FEM: Finite Element Method）︓複雑な物理現象や構造の解析に用いられる数値解析手法。主に、機械工学、
電磁気学、構造解析、熱伝導など、多くの工学分野で使用されている。

図 1︓提案した数式モデルからのフィッチング結果とシミュレーションおよび計算結
果の比較。 
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